
 

 

 

 

 
 

『すべての子どもが 自分らしく生きていくことができるまち』 

 校 長  横 田 和 長  

皆様は、『子どもの権利』をご存知でしょうか？ 

実は、先月の広報すぎなみの特集に、子どもの権利について触れる記事が

ありました。今、杉並区では、「すべての子どもが、自分らしく生きていくこ

とができるまち」を目指して、「（仮称）杉並区子どもの権利に関する条例」

の制定に向けた検討をしているところです。 

子ども達は

社会の一員で

あり、自己を表現し、尊重される権利

をもっています。自己を表現したり、

差別や暴力から守られる権利、安全

で健康な環境で生活する権利なども

あります。 

私たち大人は、子ども達がこれら

の権利を享受することができるよう

に支援していく責任があります。子

ども達が安全で尊重される環境で成

長し、自己を表現することができる

ように、大人としての役割を果たし

ていかなければなりません。 

子ども達は未来の主人公です。彼

らの権利を尊重し、支えることは私

たち大人の大切な使命です。私たち

大人が、子ども達の権利を尊重し、支

えることで、子ども達は健やかに成

長し、社会の一員として、自己を育む

ことができるようになるのだと思い

ます。本校でも、子ども達が自己を表

現し、尊重されることができる学校

を、今後も目指していきます。 

先日、高井戸児童館で、子育てネッ

トワークの地域連絡会がありました。

テーマは「どうでしたか？今子ども

達にしてあげたいこと」でした。様々

な意見がありましたが、皆さん、子ど

も達や保護者を大切に支えていきたいという意見が多かったです。家庭が、学校が、地域がと、そ

れぞれの立場に責任を求めるばかりでなく、それぞれが連携し、意見を交わしながら、すべての大

人が子ども達の成長を大切に支えていく、そんな街や地域をめざして、本校も皆様と連携していき

たいと考えております。今後ともよろしくお願いします。 

 貢献する学校 
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 今年度の合唱祭も、富士見丘中学

校生徒の大きな可能性を感じる素晴

らしい行事になりました。 

 ２月の定期考査が終わってから本

格的な合唱練習が始まり、３年生に

とっては受験が一段落したタイミン

グでしたし、卒業式の合唱練習も重

なっていましたので練習期間の短さ

に焦りを感じた人も多かったことと

思います。それでも、本番では「これ

ぞ最高学年」という立派な歌声を会

場いっぱいに響かせ、会場を魅了し

ました。卒業するまでの「今この瞬

間」を大切にしたいという思いが伝

わってきて、「合唱は人の心を動か

す」ということを改めで学んだ気が

します。また、その姿を見つめる下級

生たちの強く熱い眼差しが強く印象

に残っています。来年度の飛躍がと

ても楽しみです。コロナ時代を経て、

やっと「行事を通して伝統を継承す

る」という姿が戻ってきたと感じて

います。 

合唱祭後半では有志発表の部もあ

りました。ダンス、歌唱、吹奏楽、劇

などの出し物を堂々と発表する生徒

たちから、普段の授業だけではわか

らない、秘めた可能性を垣間見るこ

とができました。 

 本年度の合唱祭を実施するにあた

り、多くの方々の御協力を賜りまし

た。外部審査員の風間先生、松林様、

ＰＴＡの皆様、審査や運営の御協力

をいただきありがとうございまし

た。ＰＴＡコーラスの皆様、本物の合

唱を聴かせていただき、生徒への大

きな刺激となりました。ありがとう

ございました。 

 

文化祭：合唱・舞台発表会  令和６年２月 17日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
昨年度の文化祭に負けず劣らず、エンターテイメント性の高い内容が多く、大いに楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
審査員長の風見先生から、最上級生の合唱が常にお手本であり下級生を育てるというお話を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月、予定どおりすべての校舎の解体が終わろうとしています。 

正門のあった場所の南側に、建築現場の方々の事務所が完成し、

体育館の富士見ヶ丘通り側に『第１ゲート』ができました。道路か

ら１ｍ以上あった盛土も削られ、分別された廃材と土が運び出され

ていきます。 

 

2月 10日 

新しい重機が仲間入り 

３月１日 プレハブの事務所 

 

第１ゲート 

３月８日 最後の雪化粧 

校庭の東側は高低差がなくな

り、スロープになりました。 

３月 15 日 校舎はなくな

り、小学校新校舎が端から端

まで見えます。 

３月７日 小学校側の通り

に面した防音シートが見える 



 

 

 今年度の杉並区中学生レスキュー隊の修了式は、修了式にふさわしかっ

たと思います。それは、訓練をとおし確実に技能を身に付けたという隊員

が、明らかに多く存在していたからです。 

ウィズコロナの頃から継続してレスキュー隊に所属していた人の中で、

３年生は３年間連続してレスキュー隊に所属した人もいます。複数回、同

じ訓練を毎年繰り返し、今では消防士や消防団の方々の助けなく訓練に参

加し、さらには新人に技能を教えることができる隊員もいます。活躍がな

いに超したことはありませんが、レスキュー隊で学んだ技能を維持していってもらいたいものです。 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日 曜日 行    事  日 曜日 行    事 

1 月    16 火 安全指導 

2 火    17 水  

3 水    18 木 定期健康診断始 内科検診 

４ 木    19 金 部活動仮入部（終） 

5 金 春季休業日終  20 土  

6 土   21 日   

7 日   22 月 
生徒朝礼 

全国学力調査（３年） 

8 月 始業式 入学式準備（正装）  23 火  

9 火 入学式 （正装）  24 水 FSS（１年）  

10 水 
給食始 

生徒会オリエンテーション⑥ 
 25 木 FSS（１年） 

11 木 避難訓練  26 金 安全指導 

12 金 部活動仮入部（始）  27 土  

13 土 
土曜授業 SNS セーフティ教室 

保護者会（全体・学年・学級）PM 
 28 日  

14 日   29 月 昭和の日 

15 月 振替休業日  30 火 離任式（正装） 

中学生レスキュー隊・修了式 ３月３日 

始業式 

8:25 昇降口にて 

クラス発表 

今年度の生徒会誌が完成しました。 

紙で冊子を作成するか、それともデータで共有するか、広報委員会で

も意見が出たそうです。データ化についての議論ですが、おいそれと決

められないのも事実です。それは『69』という数字の存在です。富士見

丘中学校の生徒会誌は、「学校創立当初」から作られていて、その数は

紡いできた「数」なのです。 

『たかね』のこと、『グリーンロード』のこと、おとなも、子どもも、

みんなで一緒に真剣に考えて、いろいろな方々の意見を拾い集め、一所

懸命、議論を重ねて、よりよい方法を見つけて、決めていきましょう。 

生徒会誌「たかね」69号 

４月の行事予定 


